
各学校には「学校教育目標」というものがあります。これはそれぞれの学校で"こんな児童生徒を育て
ていこう"とする合い言葉のようなものです。毎年変わるものではありませんが、今年度、佐志小学校で
は「自分も他者も大切にするさしっ子の育成」という新たな目標を立て、児童には「さしっ子になろう！」
という呼びかけとして伝えました。
「自分を大切にする」ということは、何よりも命を大切にすることです。事故にあわないような安全な

行動を自分で判断してできるようにしたいと思います。それだけではなく、自ら自分自身を成長させよう
という言動も当てはまります。「しっかり勉強する」「進んで運動に親しむ」「人の話によく耳を傾ける」
「しっかり食べたり、寝たりする」といったことも自分を大切にすることにつながります。
ただ、自分だけを大切にすることは、ともすれば自己中心的な言動となり、社会生活に適応できなくな

ってしまいます。当然、自分と関わる他者も大切にすることも、とても重要です。「相手にけがをさせた
り、不快にさせるようなことをしない」「挨拶や返事をしっかりする」「相
手を思いやり、よさを認める」「トラブルになりそうな時も、攻撃的な解
決ではなく、折り合いをつける努力をする」といったことがあてはまるで
しょう。これらは大人も同様ですね。
１年を通して、様々な場で「自分も他者も大切にするさしっ子の育成」

につながる指導をしていきたいと思います。ご家庭でもこのことを意識し
ていただき、足並みを揃えていけばその効果は大きく高まります。何度も
繰り返しますが「自分も他者も大切にするさしっ子の育成」・・・保護者
の皆さんにも覚えていただけると、とてもありがたいです。
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４月１２日（火）に本校第１３０
回入学式を行いました。数日前まで
雨の予報でしたので心配しましたが、

幸い天候に恵まれ、集合も早く、
予定より５分ほど早く開式でき
ました。緊張した面持ちで入場
してきた子供たち。たくさんの
大人や６年生に囲まれ、式の途

中でも若干、こわばったような表情をしている子が多か
ったのですが、全ての日程が終わって、家に帰る様子を
見ていると、かわいい笑顔がたくさん見られました。
今年もコロナ感染防止のため、来賓の方の出席は控え

ていただき、上級生は６年生のみ、式の内容もできるだ
け簡素化し、２５分程度の入学式でしたが、主役である新１年生のこ
とを思うとよかった点もあったようです。早く学校に慣れて、毎日を
笑顔で過ごして欲しいですね。

初めてお子さんを入学させる保護者の方もいらっしゃいますので、
改めてお子さんの送り迎えについてお願いをします。児童の登下校は
歩いてというのが原則ですが、不審者等の事案もあることから、送り
迎えを否定するものではありません。ただ、とにかく本校の校門付近は急な坂になっており、ようやく離

合できる幅しかありません。児童の中にはいきなり走り出すなど予測不
能な動きをする子もいます。数年前ですが、他校では朝、我が子を車で
送ってきたお母さんが、よそのお子さんをはねるという悲惨な事故も起
きています。送り迎えは原則、佐志校区駐車場をご利用ください。学校
までは歩いて３分程度しかかかりません。大雨の時は、学校敷地内まで
の送り迎えもやむを得ませんが、十二分にご注意ください。また、足の
けがなどで当分の間は学校までの送り迎えが必要なときは学校にご連絡
ください。ご協力、よろしくお願いします。

毎日、ウクライナの悲惨な状況が報道されています。映像を見
ると「こんなむごいことを、なぜできるのだろう」と考えさせら
れます。学校教育目標のところでも書いたように、攻撃的な手段
でなく、折り合いをつけていく解決法を子どもの頃から身につけ
させたいものです。
ハートフル委員会によるウクライナ義援金の募金活動を今、行

っています。４月いっぱい行う予定です。募金ですから強制ではありません。でも、よかったらわずかな
金額でいいですから、お子さんに持たせてください。こういう活動を通して、募金する子供たちも平和の
大切さについて考える機会になると思います。

４月２２日（金）の授業参観、懇談会、ＰＴＡ総会の変更について
昨日、配布したプリントでもお伝えしたように、コロナ感染拡大の兆候を受け、変更をすることにし

ました。参観は２名までから、１名までに限定させていただきます。また、ＰＴＡ総会は昨年度同様、
書面決議にすることにしました。ご了承ください。


